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研究成果の概要（和文）：　第一に国内にて、資料収集を国立国会図書館などで実施し、また文献の読み込みを
行った。第二に海外で資料収集を行った。主にオーストリア国立図書館、国立文書館、ウィーン大学図書館でこ
れを行い、2015年度の在外研修の際は、英国図書館や国立公文書館等も利用した。第三に成果公表を行った。帝
政期、大戦間期について、国民意識の研究を深化させ、移民・外国人政策という観点から、「軍事移民」として
の捕虜や敵国民間人の収容政策の研究も行った。第二次大戦後及びEU成立以後の時代にかけては、特に2000年代
以降の外国人政策に注目した。第四は比較・共同研究への展開であり、他の科研研究会などを通じて、国際比較
の視点を得た。

研究成果の概要（英文）：Firstly I have conducted archival research at the National Diet Library in 
Tokyo and have read documents I have collected. Secondly, I have collected research materials abroad
 including Austrian National Library, Austrian State Archive, the Library at University of Vienna, 
and so on. During my stay in London on sabbatical (from June 2015 to March 2016), I have visited 
British Library and the National Archives. Thirdly I have published some papers and given 
presentation at academic conferences. On imperial and interwar periods, I have continued my research
 on Austrian national identity, and further I have worked on the topic of POWs and civil interned 
during World War I from the standpoint of “military migration”.  On current situation, I have 
focused on Immigrant policy especially since 2000. Fourthly I have obtained the insight into 
international comparative studies on this topic. 
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１．研究開始当初の背景 
現代のヨーロッパ政治では、様々な移民の

社会統合モデルが提示される一方で、排外的
暴力など移民排斥の動きもある。こうした移
民の包摂と排除をめぐって、移民に寛容で国
民概念が開放的な国と、移民に厳しく国民概
念が閉鎖的な国、という図式が登場すること
がある。さらにこの現代の移民への対応は、
伝統的性格を有するかのように語られてい
る。ではこの紋切り型の国民論と移民に対す
る姿勢とは歴史上の実態を反映しているだ
ろうか。 
確かに国民意識と移民への姿勢との間に

は相関関係がある。国民意識は「われわれ」
と｢彼ら｣という認識枠組みを形作っており、
これに従い移民・外国人の包摂や排除が行わ
れる。しかし国民概念は大きく転換すること
もあるし、一面的なものではない。さらに移
民や外国人への対応も時代によって様々で
ある。例えば、フランスの国民概念も、共和
政理念への同意だけでなく血統主義的な理
念が強調された時もあり、それに基づき外国
人排斥が生じたこともあった。またドイツも
2002 年に出生地主義による国籍取得を認め
るようになり、これは「移民国」という自国
認識の登場に支えられていた。それゆえ、現
在の移民の包摂と排除をめぐる問題は、文化
決定論の図式ではなく、むしろ国民意識の構
造に左右される継続と変容の観点から把握
されるべきではないか、と考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、国民意識の構造が移民・外国

人の包摂と排除に与える影響を、国家形態の
違いに応じた国民意識の変容に注目して考
察する。そのために、(1) 19 世紀末から現代
までのオーストリアの〈国家の形態〉に注目
し、多民族国家（帝政期）・国民国家（大戦
間期から 1990 年代末まで）・国民国家と超国
家組織の併存（現在）に分類する。(2)これら
三つの国家形態ごとに国民意識の構造を明
らかにする。(3)この国民意識構造と移民・外
国人の包摂ないし排除との関連を検討する。
この作業から、現代オーストリアの移民問題
が示す歴史上の特徴を明らかにし、ひいては
外国人と歴史問題という観点から、日本の事
例に対する示唆を得ることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
本研究の方法上の大きな特色は、(1) 歴史

学と政治学の架橋という観点から、一方では
資料の徹底的な読み込みからなる実証的な
手法を採用しつつ、他方では時間軸を大きく
とることで約 100 年を単位とした、歴史分析
としてはマクロな通時分析を行っている点、
(2)そうした分析を行う上で、単なる事例の
集積にならないように、国家形態と時代別に
４つのカテゴリーを設けてそれぞれにおけ
る国民意識構造の特徴を抽出・理論化するこ
とを試みている点、である。 

 
４．研究成果 
 これまでに進めた内容は主として以下の
四点である。 
 
(1)国内における資料調査・基礎研究 
第一に国内において、資料収集を国立国会

図書館や外務省外交史料館で実施し、また文
献の読み込みによる基礎研究を行った。主と
して資料収集は第一次大戦期の欧州におけ
る邦人の動きについて、基礎研究については
移民・外国人の取扱いと国民意識との関係に
関して読解をすすめた。これらの成果の一部
は、大学での講義や高等学校での出張講義に
盛り込み、国民への発信に努めた。 
 
(2)海外での資料調査・研究打合せ 
 第二に海外での資料収集・研究打ち合わせ
を行った。主として、オーストリア国立図書
館、国立文書館、ウィーン大学図書館でこれ
を行い、2015 年度には在外研修（ロンドン）
の機会を得たので、英国図書館（British 
Library）、ロンドン大学図書館（Senate Hall）、
スラヴ研究所（SSEES）図書館（ユニバーシ
ティー・カレッジ）、ロンドン経済政治学院
（LSE）図書館、国立公文書館（National 
Archives）等も利用した。時期は春の休講時
期を利用し、国民意識の状況把握と、その当
時における移民・外国人政策の在り方に注意
しつつ、資料の収集に努めた。 
 
(3)成果公表 
 第三に上記の調査に基づき、成果公表を行
った。大戦間期について、従来行ってきた国
民意識の研究を深化させ、オーストリア人意
識の在り方を捉えると共に、帝国崩壊以後ド
イツ系住民の国という認識が深まっていっ
たが、その諸相を把握することに努めた。雑
誌論文④と⑤でとりあげたハインリッヒ・マ
タヤとギド・ツェルナットはこれまで国民意
識研究で取り上げられることはなかったが、
前者は 1930 年代に、後者は 1930 年代から国
民論を披瀝し。とくに亡命後、中欧問題との
関連からこれを展開した。 
帝政期については、まずオーストリア国民

意識に大きな影響を与えた〈総ドイツ主義〉
の源流を探ることを試みた。雑誌論文②と③
ではオンノー・クロップの国家像を考察した。
クロップもその重要性に反してこれまで顧
みられることが少なかった人物であり、ベル
ベデーレ・サークルと帝国改編論、プロイセ
ンとの対抗とオーストリア意識、さらにはヤ
ーコプ・ブルクハルトやヴェルナー・ケーギ
ら小国論の系譜との関係、など今後の検討課
題も提示した。 
 さらにドイツ民族観を考えるうえで極め
て重要な第一次世界大戦期について、移民・
外国人政策の実施という観点から、「軍事移
民」としての捕虜、敵国外国人民間人、国内
の非ドイツ系避難民などに関する収容政策



の研究を行った。これにより、総力戦の中で
民族意識が先鋭化していき、非ドイツ系に対
する処遇が厳しくなっていった点が確認さ
れつつも、一方で多民族国家のアイデンティ
ティが存在し、例えば民族別の処遇に対して
反発する様子も伺えた。ここに国民意識の在
り方と「移民・外国人」の包摂・排除とのか
かわりの一端を確認できた。書評論文⑦では、
とくにオーストリアにおける捕虜政策の展
開に関する部分を担当し、とりわけ民族政策
的、人種的な観点から行われた収容政策に関
する指摘を行った。また雑誌論文⑥では、捕
虜政策に見受けられる国民意識構造と「外国
人政策」との関係を、総力戦における外国人
労働力の位置づけという観点から論じた。 
第二次大戦後および EU 成立以後の時代に

かけては、とくに 2000 年代に入ってからの
外国人政策の実施に注目し、2005 年に同化政
策を施行したヴォルフガング・シュッセル内
閣を考察した。雑誌論文①は、その成果の一
部を、国政の一翼を担ってきた保守政党であ
る国民党（ÖVP）の変容に関する論文として
公表したものである。 
上記の雑誌論文の公表以外に、学会発表を

3 件おこなった。学会発表②は、上記雑誌論
文①のもととなったものであり、移民・外国
人政策の厳格化路線を採ることになったシ
ュッセル内閣期の国民党の党勢に関して考
察した。この報告は、2000 年代のナショナ
ル・アイデンティティと移民・外国人政策と
の関連についての研究成果の一部をなして
いる。学会発表③は、大津留厚著『捕虜が働
くとき』の合評会に際し、捕虜の労働に注目
して展開された同書に関して、多民族国家時
代の「外国人労働者」政策の在り方や、第二
次大戦期の過酷な捕虜労役との比較を念頭
に置き、第一次大戦期の捕虜労働の位置づけ
を指摘したものである。学会発表①は、総力
戦のなかで自他の区分がはっきりしていく
なか、国民意識構造が他者である捕虜や敵国
民間人に対してどのような政策となって現
れるのか、という問題意識から行われたもの
である。オーストリアを中心とした欧州各国
の事例だけでなく、世界的な人の移動という
観点から、日本にもその視野を広げ、国際比
較を試みた。 
 
(4)比較・共同研究への展開 
第四は比較・共同研究への展開である。

2014 年より「保守政党の国際比較」科研に加
わり、同科研研究会で福祉国家、移民・外国
人政策、右翼ポピュリズム政党との関連につ
いて、1970 年代から現代にかけての欧米なら
びにアジアと比較検討を重ねる機会を得た。
また 2015 年より「第一次世界大戦期の世界
的な「人の移動」」科研に加わった。同研究
会では、第一次大戦期に発生した「移民・外
国人」問題として捕虜や民間人抑留、移民労
働者の取り扱いを議論し、これを通じて移
民・外国人の包摂と排除に関して、20 世紀初

頭から戴戦間期への移行期の様子を知る手
がかりを得た。 
 

(5) その他 
 国民意識構造と移民・外国人の包摂と排除
に関して、わけても帝政期から大戦間期にか
けてはその一端が確認されつつある。しかし
ながら、このホスト社会側の認識が移民・外
国人の包摂と排除を主として規定している
という見方は、2015 年夏以降の欧州における
難民危機以降、とりわけ移民・難民の流入の
増大とこれに対する忌避感・排斥運動の増加
という現実に大きな修正を余儀なくされて
いるかに思われる。したがって、本研究で打
ち出した仮説・テーゼをより実証的に検討し、
現在の移民・難民危機に対して一定の回答を
用意することが今後の大きな課題であると
思われた。 
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